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背景と目的： 
光トポグラフィ装置は、各種作業中の脳血流の変化を、リアルタイムに捉えることの
出来る装置であり、被験者がさまざまな作業を行っているときの大脳皮質各領域の活動
を記録・観察することができる。本学では、文部科学省の補助金を得て、２００７年度
に光トポグラフィ装置 ETG-7100 を購入し、現在多くの研究が行われている．我々はこ
れまで、「歌唱の共有の有無による血流量の違い」「運動学習による脳血流量の変化」
「クライエントにとって意味ある作業対意味のない作業」などについて前頭連合野領域
の血流量の変化を測定・分析し、一定の結果を示してきた． 
現在これらの結果を示す方法としては、各チャンネルのデータをグラフとして表示す
る方法とトポグラフィとして表示する方法があるが、現有のシステムでは 2 次元的にし
か示すことができないため、頭部のどの部位にどの程度の血流量の変化が起こっている
かをイメージすることが非常に困難である．光イメージング研究者の間では現在頭部図
へのイメージ表示が急速に発展し発表に当たりこれが求められつつある。 
日立メディコ社柏事業所では、１施設１回に限りこの機器の使用機会を提供し、本学
で利用しているプローブホルダーを装着した場合のチャンネルと頭部の対応を実験・検
討出来るようにしている。仮に本学で３次元デジタイザーを今年度購入できるとして
も、夏以降であることが予測されること、また、専門家の綿密な指導を受けなければ使
いこなせないことが予想されるため、関係者が柏研究所へ出かけ、指導を受け資料収集
しておくことが不可欠である。 
このシステムを本学に整えるための準備として、光トポグラフィデータを 3 次元的
に頭部図に表示し、データの理解と発表力を飛躍的に向上させることを目的とする． 
方法： 
本学教員及び院生のうち光トポグラフィ装置を現在研究に利用している者のうち、先
方の予定と訪問日の都合が合う者 7 名が、2011 年 12 月 3 日、１２：３０～１６：３０
千葉県柏市の日立メディコ社柏事業所を訪問し、アプリケーション部 開発支援グルー
プ稲員拓海氏より、光トポグラフィ装置の 3次元位置測定システムの使用法講習を受け、
3 名の画像を作成した．脳画像はそれぞれ右側、左側、前方、上方、右上方、左上方か
らのものを得た．これにより本学の４７チャンネルプローブと脳部位の対応可能性が明
らかになった．更に、最近の 2，3 年間に光トポグラフィシステムユーザー会で提供さ
れたこのシステムに関する知見、関連文献多数のコピーの提供を受け、種々の疑問点に
ついて回答を得た． 
結果と考察：この訪問では 3 名の被験者の脳とチャンネルを対応させた固定画像を得
ただけであったため、これまでの光トポグラフィデータをその画像と合成させることは
出来なかった．しかし、画像には脳回と脳溝が明瞭に示されており、光トポグラフィ装
置のどのチャンネルがどの部位に対応するかを明瞭に示すことが出来ることがわかり、
今後のデータ解釈の正確性に大きく貢献することが明らかになった． 
 その後、文部科学省の補助金を得て、3 月 15 日にこの装置が本学に整備された． 
 
 
 
  
 
 
